
《第１回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

13

土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

　
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
逼
迫
し
て
い
る
が
本

市
へ
の
影
響
、
接
種
開
始
は
い
つ
頃
に
な

る
の
か
。

　
供
給
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
。
４
月
12

日
の
週
に
１
箱
、
４
月
26
日
の
週
に
１
箱

と
合
わ
せ
て
２
箱
が
市
に
供
給
さ
れ
高
齢

者
を
優
先
。
そ
の
中
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
防

止
の
観
点
か
ら
、
高
齢
者
施
設
入
所
者
、

施
設
従
事
者
を
優
先
。
速
や
か
に
実
施
し

た
い
が
具
体
的
な
接
種
開
始
日
は
確
定
で

き
て
い
な
い
。

　
接
種
を
受
け
ら
れ
る
場
所
、
何
時
か
ら

何
時
ま
で
受
け
ら
れ
る
の
か
。

　
北
部
で
は
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
。
南
部
で
は

駄
知
町
、
妻
木
町
で
そ
れ
ぞ
れ
一
か
所
。
平

日
午
後
１
時
半
か
ら
午
後
３
時
半
ま
で
、
土・

日
曜
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で
を

考
え
医
師
会
と
調
整
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

だ
決
定
で
は
な
い
。
も
う
一
つ
、
こ
れ
も
医

師
会
と
調
整
し
て
い
る
が
、
個
別
接
種
を
か

か
り
つ
け
医
の
先
生
が
お
ら
れ
る
場
合
、
身

近
な
医
療
機
関
で
の
接
種
を
受
け
て
頂
く
機

会
を
増
や
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
接
種
を
受
け
る
に
は
。

　
市
か
ら
接
種
券
を
送
付
す
る
。
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
予
約
。

※
接
種
を
し
て
頂
く
際
に
接
種
券
と
本
人

の
身
分
証
明
書
が
要
る
。
２
回
目
の
予
約

は
１
回
目
の
接
種
会
場
で
予
約
を
す
る
。

原
則
１
回
目
の
接
種
の
際
に
２
回
目
の
予

約
を
取
り
付
け
て
お
帰
り
頂
く
。

　
副
反
応
が
出
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
等
注
意
を
要
す
る
方
は
30

分
程
度
待
機
、
そ
の
他
の
方
は
15
分
程
度

待
機
し
て
頂
き
、
副
反
応
等
の
症
状
が
出

現
し
緊
急
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、

会
場
で
医
師
、
看
護
師
が
対
応
す
る
。

◆
統
合
病
院
に
つ
い
て

　
本
市
に
於
い
て
新
病
院
建
設
候
補
地
や

統
合
病
院
に
す
る
意
義
等
説
明
が
さ
れ
て

い
な
い
。
説
明
会
の
実
施
を
す
る
の
か
。

　
今
定
例
会
に
提
出
し
た
議
案
に
可
決
を

頂
い
た
後
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
成
人
式
に
つ
い
て

　
ネ
ッ
ト
配
信
に
変
更
し
実
施
さ
れ
た
が
、

成
人
式
は
一
生
に
一
回
。
夏
頃
に
実
施
す

る
と
い
う
選
択
肢
は
無
か
っ
た
の
か
。

　
春
や
夏
や
秋
に
延
期
し
て
も
、
そ
の
時

の
感
染
状
況
が
分
か
り
か
ね
確
実
に
実
施

で
き
る
か
分
か
ら
な
い
。
式
典
会
場
の
文

化
プ
ラ
ザ
が
、
天
井
改
修
工
事
の
為
使
用

が
難
し
い
と
の
事
情
に
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
開

催
と
言
う
形
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。
同

級
生
と
集
ま
り
た
い
思
い
を
全
面
的
に
支

援
協
力
し
て
行
き
た
い
。

◆
土
岐
市
の
観
光
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
が
終
わ
り
、
コ
ロ

ナ
に
よ
っ
て
予
定
し
て
い
た
企
画
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
予
定
は
。

　
残
念
な
が
ら
予
定
し
て
い
た
多
く
の
事

業
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
土
産
品
販
売
所

の
設
置
、
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
実
施
し
て
い
る
。

　
観
光
名
所
と
な
っ
た
場
所
の
整
備
に
つ

い
て
妻
木
城
跡
、
高
山
城
跡
へ
の
実
績
は
。

　
妻
木
城
跡
に
つ
い
て
は
、
市
及
び
観
光

協
会
が
妻
木
城
跡
屋
敷
跡
前
の
広
場
や
本

城
林
道
、
妻
木
城
南
登
山
口
駐
車
場
の
整

備
と
案
内
看
板
の
整
備
等
を
行
っ
た
。

高
山
城
跡
に
つ
い
て
は
、
緑
の
募
金
緑

化
推
進
事
業
を
活
用
と
し
た
、
し
だ
れ
梅

や
花
桃
等
の
苗
木
の
配
布
、
周
辺
道
路
や

水
道
設
備
等
の
環
境
整
備
を
行
っ
た
。

　
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
の
準
備
に
つ
い
て
。

　
内
容
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
な
い
の
で

土
岐
氏
が
具
体
的
に
関
係
し
て
く
る
か
分

か
ら
な
い
の
で
お
答
え
す
る
の
は
難
し
い

が
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
今
回
「
麒
麟

が
く
る
」
と
い
う
大
河
ド
ラ
マ
の
経
験
を

生
か
し
、
観
光
協
会
、
関
係
団
体
と
協
力

し
て
準
備
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

　
美
濃
焼
の
振
興
と
活
性
化
に
つ
い
て
。

　
例
年
実
施
し
て
い
る
支
援
事
業
に
加
え

コ
ロ
ナ
対
応
の
支
援
事
業
を
実
施
。
中
小

企
業
販
路
拡
大
開
拓
事
業
と
し
て
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
の
構
築
や
改
修
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
陶

器
市
の
開
催
に
対
し
地
域
消
費
喚
起
事
業

の
支
援
、
新
商
品
開
発
事
業
・
ウ
ェ
ブ
活

用
講
習
会
・
ス
マ
ホ
撮
影
講
習
会
を
開
催
。

　
窯
元
へ
の
Ｈ
Ｐ
作
成
支
援
と
ウ
ェ
ブ
活

用
講
習
会
の
実
績
は
。

　
Ｈ
Ｐ
の
新
規
構
築
は
７
件
、
改
修
が
５

件
。ウェ
ブ
活
用
講
習
会
は
21
社
28
名
参
加
。

　
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
美
濃
焼
認
知
度
向

上
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
は
。

　
土
岐
美
濃
焼
の
ブ
ラ
ン
ド
サ
イ
ト
を
作

り
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
り
、
サ
イ
ト

を
訪
れ
た
方
が
ふ
る
さ
と
納
税
が
出
来
る

よ
う
に
し
た
。

　
美
濃
焼
伝
統
工
芸
士
へ
の
支
援
に
つ
い

て
今
ま
で
の
内
容
と
今
後
支
援
す
る
内
容
。

　
伝
統
工
芸
関
連
補
助
事
業
で
美
濃
焼
伝

統
工
芸
品
ま
つ
り
と
伝
統
工
芸
士
発
掘
事

業
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
で
す
。

●
県
の
補
助
金
で
Ｈ
Ｐ
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
が

販
売
に
繋
が
っ
て
い
な
い
の
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
サ
イ
ト
への
リ
ン
ク
を
し
て
、
伝
統
工
芸
士

の
コ
ー
ナ
ー
作
り
と
作
陶
教
室
の
費
用
を
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
に
入
れ
る
事
を
提
案
し
ま

す
。

小関　祥子北谷　峰二

小関　祥子安藤　学
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◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
の
現
状

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　
令
和
３
年
２
月
１
日
時
点
で
交
付
率
は

17
・
８
％
、
１
万
３
２
０
枚
を
交
付
。
広

報
と
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
回
覧
チ
ラ
シ

に
て
普
及
啓
発
。
毎
月
最
終
日
曜
日
及
び

平
日
の
第
１
・
第
２
水
曜
日
、
第
３
・
第

４
木
曜
日
の
午
後
７
時
ま
で
夜
間
延
長
し
、

予
約
制
で
交
付
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
、
支
所
・
公
民
館
で
の
出

張
申
請
受
付
や
申
請
に
必
要
な
写
真
撮
影

サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
る
。

　
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
開
始
は
。

　
土
岐
市
立
総
合
病
院
で
３
月
下
旬
か
ら
、

国
は
令
和
５
年
３
月
末
に
は
全
て
の
医
療

機
関
等
で
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
後
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

　
令
和
４
年
度
中
に
全
住
民
の
カ
ー
ド
取

得
が
国
の
想
定
目
標
で
、
現
在
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。
今
後
も
周
知
を
地
道
に
や

っ
て
い
く
。

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
の
確

保
と
接
種
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

　
特
設
会
場
の
集
団
接
種
と
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
の
併
用
を
考
え
て
い
る
。
集

団
接
種
の
会
場
は
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
。
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
３
月
５
日
金
曜
日
セ

ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
高
齢
者
の
集
団
接
種
を

想
定
し
た
模
擬
訓
練
を
行
っ
た
。
訓
練
で

の
課
題
や
問
題
を
整
備
し
な
が
ら
万
全
な

体
制
で
臨
む
。

　
住
民
の
接
種
勧
奨
は
。

　
接
種
予
診
票
と
ク
ー
ポ
ン
を
送
付
。
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
や
取
り
扱
い
の
注
意
な

ど
ご
案
内
す
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
相
談
体
制
は
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
。
土
・
日
、
祝
日
を
含
む
毎
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
一
般
的
な

相
談
に
対
応
。
接
種
後
の
副
反
応
、
医
学

的
知
見
が
必
要
と
な
る
専
門
的
な
相
談
は

県
の
相
談
窓
口
を
ご
案
内
す
る
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
市
政
は
き
め
細
か
な
対
応
を

　
市
内
の
生
活
保
護
の
受
給
者
数
及
び
最

低
生
活
基
準
額
に
つ
い
て
ご
答
弁
下
さ
い
。

　

土
岐
市
の
生
活
保
護
の
受
給
者
数
は
、

令
和
３
年
２
月
で
１
６
９
世
帯
の
１
９
４

人
と
い
う
数
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
生
活

保
護
の
基
準
額
は
、
国
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
お
り
、
要
保
護
者
の
年
齢
別
、
世
帯
構

成
別
、
所
在
地
別
、
そ
の
他
保
護
の
種
類

に
応
じ
て
必
要
な
事
情
を
考
慮
し
た
最
低

限
度
の
生
活
の
需
要
を
満
た
す
の
に
十
分

な
も
の
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
複
雑
に
な

っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
一
概
に
最
低
生
活
費

が
幾
ら
と
い
う
こ
と
は
お
答
え
し
に
く
い

わ
け
で
す
が
、
一
例
と
し
て
申
し
上
げ
ま

す
と
、
65
歳
の
高
齢
者
の
単
身
世
帯
で
申

し
上
げ
ま
す
と
、
月
の
生
活
扶
助
基
準
額

は
6
万
9
千
５
３
０
円
に
な
っ
て
お
り
、

住
宅
扶
助
は
３
万
２
千
２
０
０
円
と
い
う

基
準
額
に
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
生
活
扶
助
基
準
以
下
の
世
帯
で
、
実
際

に
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
世
帯
は

二
割
程
度
で
、
残
る
約
八
割
の
世
帯
で
申

請
を
諦
め
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
原
因
の
一
つ
に
扶
養
照
会
と
い
う
手
続

き
が
あ
り
、
自
分
の
窮
地
を
親
族
に
知
ら

れ
た
く
な
い
と
い
う
理
由
で
生
活
保
護
の

申
請
を
た
め
ら
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

国
も
生
活
保
護
は
国
民
の
権
利
で
あ
る
と

説
明
し
て
お
り
、
厚
労
省
は
扶
養
照
会
は

弾
力
的
に
運
用
す
る
よ
う
自
治
体
に
通
知

を
出
し
て
い
ま
す
。
土
岐
市
の
扶
養
照
会

は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
扶
養
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
扶

養
義
務
者
の
存
否
の
確
認
か
ら
始
め
ま
し

て
、
要
保
護
者
等
か
ら
聞
き
取
り
に
よ
り

扶
養
の
可
能
性
の
調
査
し
ま
す
。
そ
の
結

果
、
扶
養
義
務
の
履
行
が
で
き
な
い
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
個
別
慎
重
に
検
討
を

行
っ
た
上
で
、
直
接
照
会
す
る
こ
と
が
審

議
適
当
で
な
い
場
合
、
ま
た
は
扶
養
の
可

能
性
が
期
待
で
き
な
い
も
の
は
、
扶
養
照

会
を
行
わ
な
い
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
今
の
時
代
や
実
態
に
沿
っ
た
形
で
実
施

要
項
が
見
直
さ
れ
て
ご
ざ
い
ま
し
て
、
十

年
程
度
音
信
不
通
、
当
該
扶
養
義
務
者
に

借
金
を
重
ね
て
い
る
、
当
該
扶
養
義
務
者

と
相
続
を
め
ぐ
り
対
立
し
て
い
る
な
ど
著

し
く
関
係
不
良
の
場
合
。
ま
た
夫
の
暴
力

か
ら
逃
れ
て
き
た
母
子
、
虐
待
等
の
経
歴

が
あ
る
者
等
の
基
準
を
参
考
に
し
な
が
ら

個
別
具
体
的
に
判
断
い
た
し
て
い
ま
す
。

●
生
活
保
護
は
市
民
の
権
利
で
す
。
本
当

に
困
っ
た
時
に
は
、
諦
め
る
前
に
市
の
窓

口
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
私

達
は
市
民
全
体
で
、
生
活
保
護
に
対
す
る

意
識
を
変
え
て
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

小栗　恒雄

髙井由美子

ワクチン接種訓練の様子


